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1. はじめに 

 未来科学研究所の人工衛星 HSU-SAT1 及び FSI-SAT はアマチュア無線の 430MHz 帯を用いて通信

を行います。 

 

 本衛星で扱うデータは大きく分けて 

   ・「衛星の健康状態」を表すテレメトリーデータ（バッテリー電圧等） 

   ・搭載したミッション機器が観測・記録したミッションデータ（衛星が撮影した写真等） 

 の２つに分けられます。 

テレメトリーデータはモールス信号（CW）として送信されます。モールス信号は一定間隔で衛星から送信

される為、運用全体を通して衛星が動作していることを示すビーコン信号の役割も担います。 

対してミッションデータは、FM 変調方式等を用いて送信されます。ミッションデータは運用で定められた

期間内に送信が行われます。 

 

 以上を踏まえて、本書では 

① 衛星からのモールス信号（CW）を聞く 

② 衛星で撮影した画像の信号（SSTV信号）を受信し、画像に復号する 

 の２つのステップに分けて受信方法をご説明します。 

 

2. モールス信号の受信方法 

2.1. 受信に必要な機材 

 モールス信号を受信するためには 

① 無線機、または SDR（ソフトウェア無線） 

② アンテナ 

③ PC（OS: Windows） 

 が必要になります。 

 

2.1.1. 430MHz帯無線機（アマチュア無線技士の資格取得者向け） 

衛星からのモールス信号は FMハンディ無線機でも聞くことができます。 

ソフトウェアを用いてモールス信号の自動復号をされる場合は、CWモード（SSBモード）に対応している

受信機が必要です。 

 例：アイコム ICT-10 144/430MHz デュアルバンド FM トランシーバー 

（https://www.amazon.co.jp/dp/B09WXP4QKS など） 

 

2.1.2. SDR（ソフトウェア無線） 

SDR(Software Defined Radio)はソフトウェアによって様々な通信方式に対応した無線通信デバイスで

す。既存の無線機に比べて安価かつ小型でありながら、様々な周波数、通信方式に対応しているのが特

徴です。ほとんどの SDRは USBで PCに接続し、専用ソフトウェアで信号を処理します。 

下記に紹介する SDRは受信機能のみになりますので、アマチュア無線技士の資格をお持ちでない方も

使用する事が可能です。 

https://www.amazon.co.jp/dp/B09WXP4QKS
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例：RTL-SDR.COM V3（5千円程度） 

（https://www.amazon.co.jp/dp/B0722LZFWN ） 

 

2.1.3. 小型八木アンテナ 

衛星からの信号を受信するには、八木アンテナが必要です。手で持てるサイズの小型八木アンテナでも

十分受信可能です。無線機に接続するための同軸ケーブルやコネクタもご用意ください。 

 例：FOXハンティング用八木アンテナ（同軸ケーブル付、6千円前後） 

（https://www.amazon.co.jp/dp/B071CZM2LS など） 

アンテナは自作も可能です。日本アマチュア衛星通信協会（JAMSAT）が、「500 円八木アンテナ」の製

作方法を紹介していますのでご参照ください。 

URL：https://www.jamsat.or.jp/features/cheapyagi/  （JAMSAT） 

 

2.1.4. PC（OS：Windows） 

人工衛星を追尾するためには、PC にインストールする軌道計算ソフトウェアによって通過時刻を確認す

る必要があります。 

また、SDR を用いる場合には、PC にインストールする専用ソフトウェア（後述）によって、受信信号を確

認・復号することができます。屋外での使用も想定すると、携帯可能なノートパソコンがお勧めです。 

 FMモード対応の無線機で SSTV信号を受信する場合は（第 3章参照）、オーディオ入力（マイク入力）

付きの PCをご用意ください。オーディオ入力がない場合は、オーディオ入力が可能な USBアダプターを

ご用意ください。無線機と PCはオーディオケーブルによって接続しますので、オーディオケーブルもご用

意下さい。 

 

2.1.5. ソフトウェア 

受信信号を確認・復号するための PC用ソフトウェアです。いずれもWindows版のみです。 

 

 ・PreviSat 

  人工衛星の軌道と通過時刻を確認するソフトウェアです。 本衛星は静止軌道ではないため、衛星から

の信号を受信するためには、アンテナで衛星を追尾する必要があります。 

PreviSat の Web ページ（URL： https://sourceforge.net/projects/previsat/files/previsat/）に緑色で

「Download Latest Version」がありますので、クリックしてインストーラーをダウンロードします。 

設定手順については項目 2.3.1をご参照ください。 

 

・CALSAT32 

アンテナローテータをお持ちの方は、こちらのソフトウェアを用いて自動追尾できます。 

URL： http://jr1huo.my.coocan.jp/jr1huo_calsat32/Download.htm （ダウンロード） 

http://jr1huo.my.coocan.jp/jr1huo_calsat32/document/CALSAT32_HELP.pdf 

（使用ガイド） 

 

 

https://www.amazon.co.jp/dp/B0722LZFWN
https://www.amazon.co.jp/dp/B071CZM2LS
https://www.jamsat.or.jp/features/cheapyagi/
https://sourceforge.net/projects/previsat/files/previsat/
http://jr1huo.my.coocan.jp/jr1huo_calsat32/Download.htm
http://jr1huo.my.coocan.jp/jr1huo_calsat32/document/CALSAT32_HELP.pdf
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・SDR Console 

SDRをコントロールするためのソフトウェアです。設定については項目 2.3.2をご参照ください。 

SDR ConsoleのWebページ（URL：https://www.sdr-radio.com/download）に赤枠で示す項目があり

ますので、Microsoft OneDrive または Dropbox のリンクをクリックしてインストーラーをダウンロードする

か、サイトから ZIP として直接ダウンロードを行ってください（この場合は実行可能ファイルを解凍してイン

ストールします）。 

32Bit と 64BitのどちらのWindowsを使用しているかわからない場合は、Microsoftが紹介している確

認手順をご参照ください。 

 

 

2.2. 受信に必要な機材 

2.2.1. 無線機を使用する場合（アマチュア無線技士の資格取得者向け） 

アンテナと無線機を図のように接続します。 

 同軸ケーブルはアンテナ側のコネクタ規格と無線機側の規格が一致するケーブルを接続します。本構成

では八木アンテナ側をN型プラグ、無線機側を SMA型プラグで接続しています。（項目 1.2で紹介した八

木アンテナにはこのケーブルが付属していますので、新たに用意する必要はありません。） 

 

 

小型八木アンテナ 

ハンディ機 

同軸ケーブル 

https://www.sdr-radio.com/download
https://support.microsoft.com/ja-jp/windows/32-%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%A8-64-%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%AE-windows-%E3%82%88%E3%81%8F%E5%AF%84%E3%81%9B%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F-c6ca9541-8dce-4d48-0415-94a3faa2e13d
https://support.microsoft.com/ja-jp/windows/32-%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%A8-64-%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%AE-windows-%E3%82%88%E3%81%8F%E5%AF%84%E3%81%9B%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F-c6ca9541-8dce-4d48-0415-94a3faa2e13d
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2.2.2. SDRを使用する場合 

アンテナと SDR、PCを図のように接続します。 

同軸ケーブルはアンテナ側のコネクタ規格と SDR 側のコネクタ規格が一致するケーブルを接続します。

本構成では八木アンテナ側を N型プラグ、SDR側を SMA型プラグで接続しています。項目 1.2で紹介し

た八木アンテナにはこのケーブルが付属していますので、新たに用意する必要はありません。 

 

 

2.3. ソフトウェアの設定 

2.3.1. Previsatの設定 

 ソフトウェアを起動すると更新履歴が表示されますが、初期設定では起動の度に表示されるようになって

いるので、不要なかたは「Display information at startup」のチェックを外してください。 

 

 

 

クリックしてチェックを外す 

小型八木アンテナ 

SDR 

同軸ケーブル 

PC 
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 まず受信場所の登録を行います。「Options」メニューから「Name of Location」を選択します。 

 

 

「Category selection」内の「My Favorites」を選択し、「Location in the category」の右にある水色の十字

マークをクリックします。 

 

 

新たに追加する受信場所の入力項目が表示されるので、名称（Name）、緯度経度（Longitude，

Latitude）、高度（Altitude）を入力してください。入力が完了したら「Save」をクリックして保存します。 

 

 

 

Options をクリック 
Name of Location をクリック 

My Favorites をクリック 

「Location in the category」の

右にある十字マークをクリック 

名称・緯度経度・高度を入力 

入力が完了したら「Save」をクリック 
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登録する位置の緯度経度は国土地理院のサイトで確認できます。 

（URL：https://maps.gsi.go.jp/） 

 上にある検索タブに住所を入力して、地図を拡大します。マウスクリックでカーソルを目的の位置に移動さ

せてから左下の矢印をクリックします。 

 

 

カーソル上の緯度経度、標高が確認できます。緯度経度は時分秒の値を入力します。 

 

住所を入力 

クリックでカーソルを

観測点に合わせる 

矢印をクリック 

緯度経度が時分秒で表

示される 

https://maps.gsi.go.jp/
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保存したら再度「My Favorites」を選択し、カテゴリー内リストを更新します。新たに追加した受信場所が表

示されるので、クリックで選択し、右矢印マークをクリックして設定を完了します。 

不要な受信場所は左矢印マークで選択を解除できます。 

 

 

画面右にある「File」を「amateur-spctrk.txt」に設定します。 

本衛星はアマチュア衛星に属する為、このリストに登録されます。 

 

  

My Favorites クリック

してリストを更新 

右矢印マークをクリック 

追加した受信場所

をクリック 

amateur-spctrk.txt に設定 
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続いて軌道情報（TLE）を更新します。軌道情報は数日経つと実際の軌道から乖離していく為、本ソフトウ

ェアを使用する際は軌道情報の更新を行います。 

「Tools」メニューをクリックして、「Auto TLE update」を選択します。参照するデータベースを

「All@astropedia.free.fr」に設定し、「Allow TLE add/remove」で自動的に軌道情報を追加・削除できるよ

うに設定します。「Update now」をクリックすると軌道情報が自動的に最新のものに更新されます。 

 

  

Tools をクリック 

Auto TLE update をクリック 

All@astropedia.free.fr 

Allow TLE add/remove に設定 

Update now で更新 
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画面下部の「Predictions」を選択し、通過時刻を表示する期間と衛星を選択します。 

 

なお、衛星の軌道情報がデータベースに登録されるまでは、リストに表示されません。人工衛星が宇宙空

間に放出されて数日後、NORAD（北アメリカ航空宇宙防衛司令部）のデータベースに登録されます。登録

されたら TRIFNEのサイト上で告知いたします。それまでの期間は、「NEXUS」衛星などの軌道を追尾す

ることで、他の人工衛星の信号を受信することができます。 

 

 

「Sun Elevation」項目を「Indifferent」に選択し、「Run」をクリックして実行します。 

 

 

  

Predictions をクリック 
通過時刻を表示する期間を選択 

登録した受信場所が設定されてい

る事を確認 衛星リストから表示する衛星を選択 

（例として衛星「NEXUS」を選択） 

Run をクリック 

Indifferent を選択 
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衛星の通過時刻と地上から見た衛星軌道が表示されます。 

 

 

通過時刻の開始・終了時刻とパス（衛星通過）内の最大仰角が確認できます。 

青色で選択しているパスでは最大仰角が１度しかないため余り良い条件ではないことが分かります。 

最大仰角が大きいほど衛星通過時間は長く、受信できる時間がより確保できる事を意味します。 

 

 

 

  

通過時刻の一覧リスト 

地上から見た衛星軌道 

通過の開始時刻・終了時刻 最大仰角 



13 

 

 

受信場所から見た衛星の通過軌道が線として表示されますので、この画面を衛星追尾の目安にします。こ

の通過軌道では 19時 3分頃に最大仰角に到達し、19時 7分過ぎに可視範囲から外れることが分かりま

す。月や星座等の天体も目印として活用できます。 

 

 

  

衛星軌道 

通過時刻 
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2.3.2. SDR Consoleの設定手順 

① SDR Console を起動すると、初期設定画面が表示されますので「Definitions」をクリックします。 

 

 

 

② 次の画面が表示されますので、「Search」をクリックしてください。 

 

  

「Definitions」 

をクリック 

「Search」 

をクリック 
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③ 「RTL Dongle」にカーソルを合わせてから、「USB」をクリックしてください。 

 

 

④ お使いの環境によっては次の画面が表示される事があります。その場合はドライバ設定を行います。

引き続き次の手順を行ってください。この画面が表示されなかった場合は、⑨をご参照ください。 

 

 

⑤ ドライバ設定を行うソフトウェアである「Zadig」をインストールします。 

（URL: https://zadig.akeo.ie/ ） 

  

「USB」 

をクリック 

https://zadig.akeo.ie/
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⑥ SDRを PCに接続した状態で Zadigを起動し、「Options」メニューから「List All Devices」を選択しま

す。 

 

 

⑦ ドロップダウンをクリックし、該当するデバイスを選択して「Replace Driver」を選択し、現在のドライバ

（RTL2832USB）をWinUSBに置き換えます。デバイス名は「RTL SDR」、「R820t SDR」「Bulk-In 

Interface」等で表示されます。 

 

 

 

 

 

「List All Devices」 

をクリック 

ドロップダウン 

をクリック 

該当するデバイスを選択 

「Replace Driver」をクリック 
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リスト内で SDRが判別できない場合は、リストを表示させた状態で SDRを PCから取り外します。するとド

ロップダウン中のリストから消えるデバイスがありますので、再度 SDRを PCに接続します。一度リストから

消えて、再度表示されたデバイスが SDRになりますので、そのデバイスを選択し、「Replace Driver」で設

定を行ってください。 

 

⑧ ドライバ設定は以上です。再度①～③の手順を行ってください。 

 

 

⑨ SDR Consoleで③の手順の後、次の画面が表示されますので、「Add」をクリックしてください。 

 

 

⑩ 次の画面が表示されますので、「Save」をクリックしてください。 

 

  

「Add」をクリック 

「Save」をクリック 
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⑪ 次の画面が表示されますので、デバイスを選択してから「Start」をクリックしてください。 

 

 

⑫ SDRによる受信波形が表示されます。 

バンドスコープ： 

横軸が周波数、縦軸が信号強度を表示する画面です。現在どの周波数の信号を受信できているかを

確認できます。 

 

ウォータフォール： 

受信信号の強度をカラーの濃淡として時系列で滝が流れるように表示します。微弱な信号や、周波数

が変化する衛星信号を見つける際に役立ちます。 

 

  

「Start」をクリック 

デバイスを選択 

ウォータフォール 

バンドスコープ 
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⑬ 画面右上に表示される「Low」「High」を選択し、バンドスコープ上に表示する信号レベルの範囲を設

定します。 

横一例に並んでいるのがノイズフロア（雑音）になりますので、ノイズフロアが下からの 3分の１くらいの

高さになるように設定すると、信号とノイズの判別がしやすくおすすめです。 

 

 

⑭ 「Zoom」で表示する周波数の範囲を変更し、「▶I◀」で緑枠の選択箇所を画面中央に表示させる事が

できます。 

「Auto」は信号強度の色表現を自動的に設定します。ウォータフォールが見づらい場合は選択してく

ださい。 

 

  

「Low」または「High」をクリック 

表示する信号レベルを設定 

選択箇所 

周波数の表示範囲を設定 

選択箇所を画面中央に表示 

信号の色表現を自動設定 
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⑮ 画面右上には選択箇所の周波数、信号強度を示すパワーメーター、音声出力の設定項目がありま

す。 

 

 

 

⑯ SDRの受信信号を「MMSSTV」へ送るために、音声出力のタブ（最初は「Default」と表示されている

ボタン）をクリックしてから、「Yamaha SYNCROOM Driver」を選択します。PCのスピーカーから直接

音声を聞く場合はスピーカーを選択します。 

※本項目は SSTV信号を受信する場合に限り行ってください。 

 

 

  

パワーメーター 

周波数 

音声出力 

音声出力先をクリック 

「Yamaha SYNCROOＭ Driver」を選択 
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2.4. 衛星受信手順 

衛星の軌道情報と通過する時刻を確認しましたら、衛星からの信号を受信します。 

HSU-SAT１は、天頂（仰角 90°）を通過する場合、およそ 10 分程度で上空を通過します。仰角が低く水

平面に近い軌道の場合は、もっと短時間になります。また、地球周回時間はおよそ 90 分ですので、1 日に

何度も受信を試みることができます。 

SDRを使用する場合は③以降の手順を行ってください。 

 

① 無線機の周波数ステップを最小に設定 

人工衛星からの電波の周波数は、接近時に高くなり、遠ざかる際に低くなります。救急車のサイレン等

で言われる「ドップラー効果」が電波にも生じるためです。 

HSU-SAT1の場合、接近時は約 10kHz高くなり、遠ざかる時には 10kHz低くなりますので、無線機

側で周波数を合わせる必要があります。 

一般的な FMハンディ機では最小ステップ幅が 5kHzほどになりますので、事前に設定しておくとベス

トです。 

 

② 無線機のスケルチをオフにする 

スケルチはノイズを除去する機能ですが、微弱な信号もカットされる可能性がある為、スケルチを切って

「ザー」っとノイズが入る状態にします。 

 

③ 無線機または SDRの受信周波数を衛星のダウンリンク周波数に合わせる 

各衛星からのダウンリンク周波数は以下の通りです。 

HSU-SAT1：437.280MHz 

FSI-SAT  ：437.175MHz 

HSU-SAT1が接近する際は約 10kHz高い 437.290MHzに無線機の受信周波数を設定します。 

 

④ 方位角を合わせて、アンテナを水平に向ける 

なるべく空の広く見える場所に立って、接近する衛星の方位角にアンテナを向けます。 

人工衛星は地球から見ると、見かけ上、地平線から昇るように移動するので、方位角を合わせて水平（仰

角 0°）にして衛星の通過を待ちます。 
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⑤ 衛星の通過に合わせてアンテナの方位角と仰角を変化させる 

衛星が可視範囲に入りましたら、衛星の動きに合わせて方位角と仰角を変化させます。 

 

アンテナを持つ際の注意点ですが、下の写真のようにアンテナ給電部を持つとアンテナ性能が下がりま

す。必ずアンテナエレメントの後ろ側を持つようにしてください。 

 

良くない持ち方の例 

 

⑥ 衛星の通過に合わせて周波数を変化させる 

手順⑤に合わせて、無線機または SDRの受信周波数を徐々に低くしながら、最も聞こえやすい周波数

に合わせます。 

 

⑦ 衛星の通過に合わせて偏波面を変化させる 

手順⑤、⑥に合わせて、アンテナのブーム（主軸）を軸にして左右 45°の範囲でアンテナをひねって受

信感度が最もよくなるひねり角度を探します。これは、衛星からの電波の偏波方向と受信アンテナの偏波方

向を一致させることで受信感度が改善するためです。 
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3. 画像信号の受信方法 

衛星で撮影した画像の信号（SSTV信号）を受信し、復号して画像を見ることができます。ただし、あらか

じめ、この SSTV信号を要求する信号（DTMF信号）を衛星に送る必要があるため、常時、SSTV信号を

受けられるわけではありません。SSTV信号が受信できるタイミングについては、準備が整い次第、

TRIFNEのサイトの「受信手順」のページに告知する予定です。土曜日・日曜日を中心に受信できるように

なる予定です。 

アマチュア無線技士の資格をお持ちの方は、FMモード対応の無線機から DTMF信号を衛星に送信す

ることが可能ですので、好きなタイミングで SSTV信号を受け取ることができます。DTMF信号の送信方法

については、準備が整い次第、TRIFNEのサイトの「受信手順」のページでお知らせいたします。 

SSTV信号を受信するための機材については、アマチュア無線技士の資格をお持ちの方は FM モー

ド対応の無線機を用いて、資格をお持ちでない方は SDR を用います。いずれも、以下のように、SSTV信

号を画像に複号するソフトウェアが必要です。 

 

3.1. 受信に必要な機材 

 「2.1. 受信に必要な機材」に加えて以下のソフトウェアが必要になります。 

 

・MMSSTV 

SSTV 信号を復号するソフトウェアです。本ソフトウェアを用いることで、衛星からの地球撮影画像を復号

することができます。ダウンロード先・インストール手順は下記のリンクをご参照ください。 

URL: http://je3hht.g1.xrea.com/mmsstv/index.html 

 

・SYNCROOM （SDRを使用する場合） 

本ソフトウェアはヤマハのオーディオソフトウェアで、SDR で受信した音声信号を PC 内で MMSSTV

に入力するために使います。ソフトウェアの設定は必要無く、インストールのみで構いません。インストーラ

ーのダウンロードは下記の URLをご参照ください。 

URL: https://syncroom.yamaha.com/play/dl/ 

 

 

3.2. 機器の接続 

 SDR を使用する場合は「2.2.2．SDRを使用する場合」をご参照ください。 

3.2.1. 無線機を使用する場合 

アンテナと無線機、PCを図のように接続します。 

 同軸ケーブルはアンテナ側のコネクタ規格と無線機側の規格が一致するケーブルを接続します。本構成

では八木アンテナ側をN型プラグ、無線機側を SMA型プラグで接続しています。（項目 1.2で紹介した八

木アンテナにはこのケーブルが付属していますので、新たに用意する必要はありません。） 

 オーディオケーブルは無線機のオーディオ出力と、PCのオーディオ（マイク）入力に接続します。 

 

http://je3hht.g1.xrea.com/mmsstv/index.html
https://syncroom.yamaha.com/play/dl/
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3.3. ソフトウェアの設定 

 「2.3 ソフトウェアの設定」にある項目に加えて、「MMSSTV」の設定が必要になります。 

 

3.3.1. MMSSTVの設定 

「オプション」メニューから「MMSSTV設定画面」をクリックします。 

 

「サウンドカード」の In（入力）を無線機と接続している PCのオーディオ（マイク）入力に設定します。 

 ※SDRを使用する場合は「Yamaha SYNCROOM Driver」を選択して、SDR Consoleの音声出力を入

力信号になるように設定します。 

「MMSSTV 設定画面」 

をクリック 

小型八木アンテナ 
ハンディ機 

同軸ケーブル 

オーディオケーブル 

PC 
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以降は、SSTV信号の受信を開始すると自動的に復号が始まり、画像が表示されます。 

 

3.4. 衛星受信手順 

おおむね「2.4. 衛星受信手順」と同様ですが、専用の DTMF信号を衛星に向けて送信する必要があり

ます。DTMF信号の送信タイミングや送信周波数（アップリンク周波数）につきましては、SSTV運用の準備

が整い次第告知致します。 

 

 

4. 受信報告のお願い 

CW（モールス信号）や SSTV信号の受信に成功しましたら、是非、未来科学研究所へ受信報告をお願

いいたします。 

受信報告の方法等につきましては TRIFNEのサイトに掲載する予定です。また、「HSU長生アマチュア

無線クラブ」からの受信証明書（ぺリカード）の発行も予定しております。 

HSU-SAT1、FSI-SATの受信のご協力、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

5. お問合せ先 

本マニュアルでご不明な点がございましたら、下記メールアドレス若しくはお問い合わせフォームよりご連

絡ください。 

Email：r.kouzawa@ifs.sakura.ne.jp （未来科学研究所 運用担当） 

お問い合わせフォーム：https://trifne.futuresci.org/contactform/ 

 

以上 

「In」をクリックして、 

無線機を接続しているオーデ

ィオ入力を選択します。 

「OK」をクリックして、 

設定を完了します。 

https://trifne.futuresci.org/contactform/

